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課題 
アニメーション制作プロセス中のテスト
レンダリング時間を短縮する 

解決策 
AMD Ryzen™ Threadripper™ CPU ベースの 
ワークステーションを導入する

結果 
アーティストは作業を続けながらレスト
レンダリングをローカルマシン上で完了
し、品質を向上させることができます。

ひと目でわかる AMD テクノロジー 
32コアの AMD Ryzen Threadripper 3970X CPU 

現代の映画に爽快感を与えるオールアクショ
ンの視覚効果を生み出しているのは、創造性
と驚異的な演算能力の組み合わせです。アー
ティストが素晴らしいシーケンスを想像して
も、それをレンダリングするのに時間がかか
りすぎると、そのアイデアが映画制作の締
め切りまでに実現できない可能性がありま
す。Blur Studio が Terminator: Dark Fate の重
要なアクションシーンを引き受けたとき、新
しいワークステーション・プラットフォーム
なら制作パイプラインを根本的に改善し、前
例のないレベルのクリエイティブな作業が可
能なことに気づきました。

Blur Studio は、Terminator: Dark Fate の視覚効 
果の大部分を担当しましたが、その中でも 
重要なシーケンスは、映画のメインキャラ 
クターの1人の人生の重大な岐路 
を描いた場面でした。「ドラゴン 
フライ」として知られるこのシー 
ケンスは、ペースの速いアクショ 
ンと驚異的なアニメーションの 
ショーケースであり、完成させる 
までに何時間もかかりました。し 
かし、AMD Ryzen™ Threadripper™  
プロセッサーによって可能になっ 
た強化ワークフローがなければ､ 
これほど大きなインパクトを与え 
るシーケンスにはならなかったで 
しょう。

AMD Threadripper CPU の 
パワーを発見する
｢私たちはさまざまなオプションを探ってい 
ました。そんな時、所有していた AMD マシ 
ンを試してみたのです」と Blur Studio の IT 責 
任者、Shawn Wallbridge 氏は言います。「その 
マシンを使い始めて、その驚くべき処理速 
度に度肝を抜かれました。それが第 1世代  
EPYC™ 7351 だったわけです。」Wallbridge 氏は  
EPYC プロセッサーを高く評価しており､第2世 

代 AMD Ryzen Threadripper™ 2990WX プロセッ 
サーをベースにした自分用のワークステー 
ションを構築しました。「私はさらに感銘を
受けました。信じられないほど速かった。」

この出来事は Terminator: Date Fate の仕事が 
始まった頃に起きました。「さらに何台かマ 
シンを入手する必要があったので、『僕の 
Threadripper はかなりいけてるぞ』と周りに 
言いました」と  Wallbridge 氏は続けます｡ 
｢そこで、私は通常購入しているマシン､ 
Supermicro の デュアル Xeon の価格を確認し 
ました。すると、AMD を使用すればはるか 
に高いパフォーマンスを低コストを実現でき 
ることが分かりました。私はこの話を経理に 
売り込み、経理も話に乗ってきました。」

従来、VFX スタジオはローカル・ 
ワークステーションでクリエイティ 
ブな作業を実行し、それをレンダ 
リングしてどのように表示される 
かを確認してから、調整を行って 
再度レンダリングします。アーティ 
ストはローカルマシンでテストレ 
ンダリングを実行できますが、そ 
うすると、レンダリングが完了す 
るまでアニメーション制作作業が 
できないということになります。あ 
るいは、サーバー・レンダーファー 
ムの空きスロットを順番待ちしま 
す。通常、わずか数秒のシーケン 
スを完成させるのに20～30回の修 
正が必要になるため、多数のテス 

トレンダリングを待つと、ワークフローが大 
幅に中断される可能性があります。「ドラゴ 
ンフライ」シーケンスには、14億もの膨大な 
ボクセルが含まれています。しかしこのよう 
なシーケンスの場合、達成できる精度レベル 
と、各デザイン・バージョンのテストレンダ 
リングおよび修正にかかる時間との間はト 
レードオフの関係にあります。

｢デュアル Xeon を搭載した 
ワークステーションを構築 
するには、プロセッサーの 
費用として20,000ドル 

かかりますが、Threadripper  
3990WX なら4,000ドルで 
済みます。さらに処理速度に 
優れているため、Intel Xeron  
は現時点で選択肢とは 
なりえません。」

Shawn Wallbridge 氏､ 
IT 責任者、Blur Studio

Blur Studio、AMD Ryzen™ 
Threadripper™ CPU で 
クリエイティブ制作 
環境を強化
AMD Ryzen Threadripper プロセッサーで 
レンダリングを高速化すればクリエイティブ
制作物の品質が向上します
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多数のコアで作業負荷を軽くする

この事実は、32コアの AMD Ryzen Threadripper 3970X プロセッサーを搭 
載したワークステションが革新的な性能を発揮することを証明しまし 
た。デザイン作業にもテストレンダリングにも優れていることが分かっ 
たのです。「Threadripper は V‑Ray ベンチマークでスコア約45,000ポイ 
ントを獲得していました」と Wallbridge 氏は説明します。「デュアル  
E5‑2630 V4 CPU をベースにした Xeon ワークステーションは約25,000ポ 
イント前後だったため、その成績は狂気の沙汰のように思 
えました。」これは、アーティストがテストレンダリング 
ためにレンダーファームの順番待ちするのではなく、自分 
たちのワークステーション上で実行できることを意味しま 
した。「私たちはほぼ同時に配信される3つの大きなプロ 
ジェクトを抱えていました。テストレンダリングのひとつ 
はファームで15時間待ちの状態でした。アーティストが同 
じレンダリングを自分のマシンで実行したところ、作業中 
であったにも関わらず、わずか5分で完了しました。」
これは、制作プロセスに大きな副次的影響を及ぼしまし 
た。「アーティストたちは短時間で処理を完了させ、クラ 
イアント、この場合は Blur Studio の創設者である Tim Miller ですが､ 
彼の目の前で成果物を完成させ、コメントとフィードバックを得て､ 
そのシーケンスをはるかに良いものにすることができたのです」と  
Wallbridge 氏は言います。「Threadripper ワークステーションは非常に強 
力だったため、作業を継続しつつ、同時に複数のバックグラウンド・ 
レンダリングを起動できました。ファームを利用する必要すらありま 
せんでした。」このように、アーティストたちは処理を短時間で終わ 
らせ、より優れた作品を生み出すことに成功しました。「煙の動きを 
シミュレーションする場合、粒子の数が多いほど、より現実に近い形 
で再現できます。このソフトウェアはマルチスレッドに対応していま 
す。多数のコアが搭載されているということは、画像処理の高速化に 
役立ちます。」

M＆E で使用されるハードウェアでは本番ソフトウェアとの互換性が常 
に懸念されますが、AMD Threadripper CPU ベースのワークステーション 
はスムーズに動作しました。「私たちが早い段階で行ったことのひとつ 
に、Intel マシンと AMD マシンで画像をレンダリングし、その画像を  
Nuke に取り込んで違いを確認する、という作業がありました。問題は 
ゼロでした。つまり、フレーム間のばらつきを気にすることなく、ス 
タジオの制作環境内でこれら2つのプラットフォームを混在させるこ 
とができました。」また、Blur は主に NVIDIA グラフィックス・ハード 

ウェアを使用していますが、スタジオ内のすべての世代の  
AMD Threadripper CPU ベースのワークステーションで問題な 
く動作しました。

高速処理は高品質を意味する

AMD Threadripper プロセッサーのおかげで、Blur は他の方法
では不可能だった締め切りに間に合わせることができました｡ 
｢私たちは Terminator のトレーラーに取り掛かろうとしてい 
ました。Tim は制作中のショットの1つをトレーラー内で使用 
することを決めました」と Wallbridge 氏は言います。「最初は 

イチかバチかやってみようという感じでしたが、マシン環境のおかげで 
何とか締め切りに間に合わせることができました。それ以前に所有して 
いた既存のワークステーションでは不可能だったろうと誰もが思って 
います。この時制作したシーケンスのおかげで、私たちの仕事は他の 
ベンダーから品質上目標にすべき基準としての地位を与えられました｡｣
Wallbridge 氏は、今後もプラットフォーム向上に取り組み続けます。「こ 
れ以上 Xeon を購入するつもりはありません」と彼は言います。「デュ 
アル Xeon を搭載したワークステーションを構築するには、プロセッ 
サーの費用として20,000ドルかかりますが、Threadripper 3990WX なら 
4,000ドルで済みます。さらに処理速度に優れているため、Intel Xeron  
は現時点で選択肢とはなりえません。」

｢Threadripper ワークステーションは 
非常に強力だったため､ 

作業を継続しつつ、同時に複数の 
バックグラウンド・レンダリングを 

起動できました。」

Shawn Wallbridge 氏､ 
IT 責任者、Blur Studio

Blur Studio について

1995年、アニメーターとアーティストがコラボレーションし、主 
導権を持ちながらクリエイティブ制作に打ち込めるスタジオとし 
て、Tim Miller 氏が Blur を設立しました。それ以来、Blur はゲーム・ 
シネマティクス、コマーシャル、長編映画などの分野にまたがる 
仕事を請け負う制作会社に進化し、名誉ある賞も受賞しました｡ 
クライアント、スタッフ、そして素晴らしいストーリーを語るこ 
とを大切にしている Blur Studio は、ハイエンドなアニメーション・ 
スタジオとしてだけでなく、オリジナルのコンテンツ・クリエー 
ターとしても成長を続けており、最近では Netflix 初のアニメー 
ション・アンソロジー Love, Death + Robotsを制作指揮しました｡ 
Blur Studio の詳しい情報については、blur.comをご覧ください。

AMD について

AMD は50年にわたり、ゲーム、没入型プラットフォーム、データ 
センターの基礎的要素である高性能コンピューティング、グラ 
フィックス、ビジュアリゼーション技術の革新を推進してきまし 
た。何百万人もの消費者、フォーチュン500に選ばれたリーダー 
企業、世界中の最先端科学研究施設は、その生活、仕事、遊びに 
おいて日常的にAMDテクノロジーを利用しています。AMD社の世 
界中の従業員は、可能性の境界を押し広げる優れた製品の制作に 
取り組んでいます。今日の可能性と明日の希望を模索するAMDに 
ついての詳しい情報は、amd.com/threadripper.をご覧ください。
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